
模試と同傾向の出題 ～ベネッセ・駿台模試より～ 

 
『倫理、政治・経済』 

センター試験・第４問 問５  （一部抜粋） 
 

第１回ベネッセ・駿台マーク模試・第７問 問７  （一部抜粋） 

 

…以下省略… 

 
今回のセンター試験・『倫理、政治・経済』第４問、問５（解答番号 24）では、ＥＵ（欧州

連合）についての正しい理解と知識が求められた。ＥＵは政治的統合（外交面含む）もめざして

いるが、経済的統合が先行していることを理解するとともに、ＥＵに関して加盟国が増えている

点や関税、通貨統合など多面的に正しく理解をしておくことが求められた。やや踏み込んだ内容

であり、学習量によって差がつくであろう。第１回ベネッセ・駿台マーク模試の第７問、問７（解

答番号 62）では、このＥＵの多面的な特徴を統合の段階ごとに関連付けて出題した。当初は石

炭と鉄鋼を協同管理する組織で緩やかな経済協力であったものが、域内関税撤廃→域外への共通

関税→市場統合→通貨統合→政治的統合と展開していくことを扱った。センター試験に対応する

ためには、教科書で学んだ知識を有機的につなげた盤石な理解が求められる。なお、本問の正答

率は 20.8%で、偏差値 60 以上では 35.7%、偏差値 55～60 では 26.2%、偏差値 50～55 では 22.9％、

偏差値 45～50 では 16.5、偏差値 45 未満では 10.6％であった。確実な定着かつ、習得した内容

を応用する力も見通した学習を、問題演習を通してめざしたい。 

 


